村上春樹における〈他者〉―中国表象と女性表象を中心に by 王 寒笑
 
 















































































































メート三人の中国人の心理状態を分析したい。20 世紀 80 年代の始め、村上春樹は日本を
生きる在日中国人の生き方とアイデンティティを先見的に描写したことを評価したい。 
また村上春樹における女性表象である。 
第四章で『1Q84』に登場した青豆という登場人物を中心に論じていく。青豆は受動的な
ヒーローと違い、積極的に行動を取るヒロインである。彼女は偏狭な宗教と家族から脱出
し、親友の復讐のために殺人まで行った。また家庭内暴力と戦うため暴力を振るい、宗教
のリーダーと最終戦を行った。しかし、結局青豆は自殺によって再生し、家庭のなかに回
収された。今までの村上春樹作品のなかの女性登場人物と違った色彩を持ったヒロインの
「消失」は村上春樹の他者視点の不徹底の表れとしか言えないだろう。 
第五章で『1Q84』に登場したふかえりという美少女ふかえりを中心に論じていきたい。
サブカルチャーを連想できるふかえりは『1Q84』において性的描写や身体描写が不自然に
多いものとなっている。ふかえりは実に父に性的被害を受けたが、意識的に復讐すること
なく、作品中では「母」や「愛と理解をもたらす」役割を果たしていただけだった。ふか
えりの身から、村上春樹の女性を非リアリティに性的相手にする傾向が強く見られる。 
第六章で『1Q84』に登場した老婦人という登場人物を中心に論じた。村上春樹は若者を
主な読者に想定して、若者を中心に作品を創作してきたと言えるが、『1Q84』の中に、脇役
ではあるが、重要な老女像を作り上げた。この老婦人はリーダーとして反家庭内暴力と戦
った。現代システムから自由な居場所に移動し、規範的な女性のアイデンティティから解
放された老女のように意味づけられた。しかし、反カルトをテーマにする村上春樹は結局
老婦人の精神をカルト的に描き、「消失」させた。老婦人の消失から善と悪の境目を曖昧化
しすぎた村上春樹の精神がうかがえるだろう。 
 以上の検討によって村上春樹における他者表象には様々な問題が内包されていることが
 4 
指摘できるが、中国、女性という他者表象において現代の問題をテクスト内に先鋭に取り
込み、新たな他者性の表現空間を創り出していることは疑いようがない。 
グローバル時代において、村上春樹を読むことによって移動や変動する人たちが言葉の
境界を越えて共通するイデオロギーを持ち始め、結局は自己と他者の輪郭が緩め共通する
アイデンティティを共有できるに至ることも少なくないだろう。ここに村上春樹の意義が
あり、読まれる理由でもあるだろう。 
